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ソ連

のモリブデン鉱床②

岸本文男(鉱床部)

FumioKIsHI亙0To

学兄.前便(本誌第309号p.56-63)は兄の主意に即しただ

ろうか.感想を待たなくて悪いが気分がのったところで続

きを書こうと思う.次回で完結させるつもりだ.

なお前便に書いたソ連のモリブデンを稼行している鉱床の

うち熱水型銅･モリブデン鉱床については本誌の第262号

第270号第271号の3冊をみて欲しい.これはいわゆる斑

岩銅鉱床のことだから.もう一つ熱水型ウラン･モリブデ

ン鉱床も本誌の第276号の｢ソ連のウラン鉱床(1)｣を読んでく

れ狂いか.あれ以上のことを書くには資料がたいので.よ

ろしく.
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グライゼン鉱床

ソ連のこの型の可採モリブデン鉱床には単味のものが

なくていずれもタングステンｰモリブデン鉱床である.

当該鉱床はさまざまな構造地質部分に賦存しているが

通常は卓状地および榴曲完了区の構造運動･火成活動ア

クテビゼｰションによって生じた同じようなタイプの

優白質花商岩に伴われている.たとえばザバイカル

地方西部の鉱床群はバイカル期とカレドニア期の各榴

曲完了区の結晶質岩･堆積岩をきったジュラ紀前期の

優白質花開岩に伴われ中部カザフ地方ではヘノレシニ

ア山地とそのまわりのカレドニア山地申に分布する二畳

紀後期の優白質花南岩との結びつきが密接である.

上記花筒岩と鉱床の分布を規制する構造断裂は方向も

形成期も起源もさまざまで大型断層構造地縫起源

･時代の異なる岩石の接触面潜頭断層榴曲構造の軸

部の多割れ目帯に相当している･

この型のタングステンｰモリブデン鉱床を伴う花開岩

質プルトンの一つの特徴は平面的に円形楕円形長

円形ないしもっと複雑な形を備えていることである.

地表露出部の規模は小はO.1量m2のものから大は

数100k皿2のものまであるがそれは削剥深度の大小を

示し地球物理探査の資料から当該プルトンの垂直延

長は中部カザフ地方の例(本誌第271号p.10第51図参照)

で8-10kmをこえその頂部の生成深度は当時の地表

下2-3たmと算定されいる.

このプルトンは数回に分れて形成されているらしく

一般に鉱物組成･化学組成とも似かよった岩種で構成さ

れてはいるが構成は単純でない.卓越しているのは

大粒･中粒完晶質ときには斑状の優白質花南岩である

が岩体の縁部では細粒質斑状のものに漸移している･

以上を合せて第I相花南岩と呼ばれさらに第■楠花開

岩と呼ばれる中粒･細粒質斑状花闇岩の多層岩体が形成

されている.そして両相の岩体をきってアプライト･

花開瑳岩･微花商岩･閃緑斑岩･ランプロファイアが賦

存する.

上記花開岩は全体としてアンキュｰテクティックた性

質を帯びカリ長石カミ多く(30-35%)石英(25-40%)と

正長石(12-30%)は少なめで主要暗色鉱物としては

黒雲母(2-4劣稀には6%)があるだけである咀こ

の造堵鉱物の構成は第I相のものから第■相のものに

向ってカリ長石と有英カミふえる傾向を示している･

比較的広く分布する副成鉱物としては磁鉄鉱チタン

鉄鉱金紅石ジノいン燐灰石スフコ1帖ン鋭錐石

モナズ石がある珀

第1図いざ調査ヘカザフの塔{から川を渡って�
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化学組成からするとこの花開岩はR､デｰリｰの

いうアルカリ土類花陶石の特徴を備えアノレカリ元素で

はKの方がNaより明らかに多く加えてMoを平均0.5

-o.99/tSnを3.o-4,09/tWを2.o9/tPbを20.o

9/tCuを15,09/t含有している.Mo以外は含有率

が花開岩の場合の平均値に近いがMo含有率は明らか

に低い.

上記プルトンの頂部のいわゆる内接触帯(第2図)では

側岩との接触面に向ってカリ長石パｰサイト黒雲母

の含有率が下がり酸性斜長石の含有率が上がりNa

とRbがふえKが減っている.

さらに貫入岩のいわゆる外接触帯ではマグマ作用

の段階にボルフエンス化塩基性化長石化の諸過程カミ

進行しホノレンフエルス化作用は幅300mないしそれ以

上に及びその鉱物共生からみた内容は花開岩から側

岩の側に0-15mが輝石一ホルンフェノレス相15-100

mが角閃岩相100-250mが緑簾石一角閃岩相250m

以遠が緑色片岩相に相当するものと解されている.

塩基性化作用とは黒雲母化現象と金雲母化現象とこ

ろによっては角閃石化現象を意味しホノレンフェノレス化

岩や非ホノレンフエルス化岩からのSiの溶脱とA1･Ti･

Fe･Ca･Mg･Mn･P･K･Na･V･Crの添加が認め

られる･この作用が及んでいる範囲は花筒岩の外接

触帯中の幅800-1,000㎜の部分である.

長石化作用は多数の長石細脈を形成しその細脈の数

は花商岩から遠ざかるにしたがって少抵くなり幅300

-550mをすぎるとまばらになってしまう.長石細脈

そのものの幅は一般に1.0-1.5cmをこえず90-96%

がカリ長石残りが曹長石正長石黒雲母石英であ

る.荏おそのカリ長石は一般に斜長石に融食され

ミノレメカイトを伴っていることが多い.このような現

象が鉱床の近くに現われていることはさっそく探査に

使えるだろう.

W･Moグライゼン鉱床はこの場合空間的にはプノレ

トンの頂部に密接在関係を有し内接触帯可採部の最大

の厚さは一般に200-300m以内外接触帯中の可採部は

花商岩から最大1,200-1,500mのところまでである.

鉱床の垂直延長は1,500mにも達するが大型鉱床は削

剥作用をあまり受け在くてプルトンが潜頭であるとい

う共通性をもっている.

ではソ連の代表的な稼行されているW-Moグラ

イゼン鉱床を2例あげて説明してみたい.
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第2図グライゼンと花開港の交代変質の関係

(A.A.Beus:1968原図)

凡例11一徹斜長石化花開岩2一アルビタイト

3一被貫入岩4一グライセン

コ､クチンコｰリ鉱床

この鉱床は中部カザフ地方あとで述べる東ゴウンラ

ｰト鉱床の北西約300たmにある(本誌第309号皿56の

第1図参照).この鉱床の西から東約200km一南約100

kmの矩形の中にはシャルギヤ鉱床ベノレプネｰ=カイ

ラクトィ鉱床ジャネト鉱床バトィスタウ鉱床だと本

鉱床と同じようたタイプのタングステンｰモリブデン鉱

床が賦存しいずれも大型鉱床として1950年前後の研

究論文によくのっていたものだし1965年の大学地理専

攻学生用参考書にものっている.同書によればカザ

フ共和国はタングステン鉱鉱量がソ連構成15共和国中第

1位モリブデン鉱鉱量カミ第3位である.

さて本鉱床の構造地質上の存在位置から述べ'よう.

地質

本鉱床はヘルシニア榴曲区とカレドニア櫓曲区を分け

る古火山帯内にあってウスペンスキｰ凹地の西部に位

置しウスペンスキｰ断層帯のすぐ近くに存在する.

本鉱床地区にはデボン紀中期と後期の火山源岩およ

び堆積岩(下位から上位に安山岩粉岩石英安山岩斑岩石

英粗面斑岩質凝灰岩砂岩･シノレト岩･凝灰質砂岩互層さらに

その上にフラスヌ続の炭質･珪質頁岩マｰノレ石灰岩)が分

布している(第3図).これらの岩層は素直な東西方向

の短軸摺曲を形作り鉱床の南では背斜榴曲中央部で

は向斜榴曲北ではあまり鮮明でない背斜榴曲を示して

いる｡その向斜構造の軸部は新生代の総層厚カミ最大

150mのルｰズな地層に充填された幅500mほどの狭長�
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第3図コクテンコｰリ鉱床の地質概図

(原図1G.Parkadzeほか1969)

凡例:1一大理石化石灰岩

2一粘板岩珪質一炭質頁岩マｰル珪質石灰岩

3一石英斑岩質凝灰岩の薄層を伴うポリミクト砂岩

4一石英斑岩質凝灰岩の薄層を伴う砂岩･シルト岩

5一石英斑岩珪長斑岩とその凝灰岩

6一安山岩斑岩とその凝灰岩

7一アクテャタウコ:■フレックスの優白質花闇岩

8一断層9一モリブデン鉱化変質範囲

な地溝性向斜からなる.

この地溝を境した東西性断層による岩層の落差は少な

くとも200-300mありそのほかに本鉱床付近の岩層中

にはNS性とNE-SWNW-SEの断層による転位およ

び破砕帯の生成がみられる.

上記デボン紀の火山源岩と堆積岩は地表に0.15km2

ほど露出したアクテャタウコンプレックス(P｡)の優

白質花開岩の貫入を受け当該優白質花開岩は0-500m

の深さのところでは南北方向に5しm前後延びかつ幾

らか鎌形に湾曲した狭長な山脈状を呈している.全

体として南に緩やかに潜頭しながらその北端と南端は

キュポラ状の盛り上りで終りその北の部分カミ地表に現

われ南の部分は地表下300m以深に存在している.

深くなるにしたがってこの優白質花南岩岩体は次第に

拡がっていき側岩との接触面は側岩の側に傾斜し西

側ではその接触面の傾斜が45｡東側では30-40｡であ

る.この優白質花南岩体から帽岩中に多数の岩枝･舌

状体が分岐している.全体としてこの優白質花開岩は

長軸18km短軸15hmの楕円形の大きなプノレトンの頂部

に相当し重力探査の結果によるとその下限は深度10

kmのところにある.優白質花開岩をとりまいて側

岩のアルミナ珪酸塩岩はホルンフェノレス化され強く黒

雲母化･長石化されているのに対し炭酸塩岩の場合は

スカルン化されている.

鉱床

コクテンコｰリ網状鉱床はNNW-SSE方向の構造帯

中に位置し鉱床の南部でこの構造帯は東西性構造帯と

交差している.

鉱床の南部地区では鉱化細脈群がNS性NW-SE

N且SW方向の接触面とは逆方向の急傾斜圧縮割れ目

にも規制されて分布するが傾斜5-10｡の引張り割れ

目中に賦存する細脈群の方が多い.鉱床の北部地区で

はNWに急傾斜した細脈カミ圧倒的に多くESESW

に45｡前後に傾斜したものもあるという程度である.

Mo鉱化作用はW･Cu･Biの鉱化作用を伴い厚

さ1-2皿mから10-15cm(多くは0.5-2.0･皿)の石英

網状脈や石英一長石網状脈長石網状脈中に発達してい

る｡鉱床の北西翼にはマンガン重石を随伴した厚さ

0.5-1.Omの数本の石英脈も賦存する.もっとも濃密

な鉱化細脈群は優白質花商岩体の中央軸部上部とくに

南側キュポラ状の盛り上り部分に集中している.この

よう低部分から離れるにしたがって網状鉱脈群は疎と

なり次第に消えていく.

本鉱床の南部区では網状鉱体が接触変成作用を受け

て強く変質したデボン紀の噴出岩中に胚胎され一部

下部レベノレの部分だけが花商岩のキュポラ頂部中に賦存

するにすぎ荏い.全体として南部区の鉱体は平面的

には東西に長い楕円形を呈している.その北東翼から

幅広い帯状の鉱体がNNWに延びその方向に花商岩体

の頭が地表に近づきそれにしたがらて鉱体は分布深度

延長が縮少するだけでなく当該優白質花崩岩の露出範

囲に限られてくる.また北部区では網状鉱体が優白

質花嵩岩キュポラ頂部の外接触帯の接触変成作用を受け

た石英粗面岩質凝灰岩凝灰質砂岩砂岩スカルン化

炭酸塩岩中に主として胚胎されている.そして南部

区の場合と同じように優白質花商岩中には網状鉱体の�
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一蔀が分布するにすぎ荏い.

本鉱床の垂直規模のもっと大きい部分は鉱床の翼に当

る所で800-900mにも達しているが上記の外接触帯

では700-800m内接触帯では!00-200mである.

構成鉱物

主要鉱石鉱物は輝水鉛鉱と鉄マンガン重石次いで黄

鉄鉱黄銅鉱輝蒼鉛鉱磁鉄鉱マンガン重石金紅

石そして少量および微量の方鉛鉱閃亜鉛鉱磁硫鉄

鉱斑銅鉱自然蒼鉛四面銅鉱ベノレドランダイト

ブラネライト緑柱石ヘノレバイトフェナサイト灰

重石を伴っている･主要脈石鉱物は白雲母石英

長石螢石在とである.

鉱化作用

後火成作用は次のよう底順序で発達したものと思わ

れる.最初がアノレカリ気成過程すなわち花南岩のカ

リ長石化と曹長石化の過程でカリ長石化花開岩は疎ら

に分布する薄帯(2-5.m)を形作りその中心部は

95-98%カミカリ長石で構成され非変質花商岩に漸移し

ている｡曹長石化花岡岩はカリ長石化花開岩よりもは

るかに幅広く分布し深度延長は100-200mに達してい

る.しかも曹長石化作用は不均等に現われ多少強く

曹長石化された花崩岩帯が事実上非変質の花南岩部分

と互層状を呈している.この曹長石化過程は主とし

て斜長石の曹長石による交代現象となって現われている.

この早期アルカリ交代作用は鉱石鉱物の沈殿を伴ってい

ない.

次の過程が鉱石生成過程で多段階的に次のような順

序で進行している.最初に輝水鉛鉱を伴う石英細脈

が生じその輝水鉛鉱は当該細脈中に多少均等に分布す

るカミところによって盤ぎわに濃集していることも細

脈中に平行連鎖状に連たって縞状構造を形作っているこ

ともある.またところによっては輝水鉛鉱含有率

が急増して本質的には輝水鉛鉱細脈となっていること

もある｡これら輝水鉛鉱一石英細脈と母岩との境界は

鮮明で側岩の変質は黒雲母の緑泥石化長石の白雲母

化が主なものである.また一つの輝水鉛鉱一石英細

脈が別の輝水鉛鉱一石英細脈にきられている現象はし

ばしば認められるところでそのことはこの時期の物質

の沈殿が脈動的に繰りかえされたことを示している.

さて次の段階では鉄マンガン重石･黄鉄鉱･輝蒼

鉛鉱･輝水鉛鉱と少量の白雲母･螢石微量の緑柱石･

ベルトランタイト･フェナサイト･ヘルバイト･自然

蒼鉛･バンビスムタイト･ブラネライト･イルメノルチ

ルを含んだ石英細脈が発達している.この石英細脈は

幅が1-5cmで大粒の明色石英からなりその結晶

は側壁に直角にオリエンテｰションしている.この細

脈内でもっとも早く沈殿したのが輝水鉛鉱それから黄

鉄鉱→鉄マンガン重石の順である.この細脈の側岩は

グライゼン化し細脈との接触部では側岩は石英と白

雲母からたり次いで石英･白雲母･カリ長石帯に変り

さらに石英･白雲母･カリ長石･曹長石帯に移りその

外側は黒雲母の緑泥石化と斜長石の絹雲母化帯とたって

いる･花商岩体のいわゆる内接触帯には主として石

英と白雲母からなり螢石と鉄マンガン重石を随伴する

比較的規模の小さい岩体が生じているがこれも上記グ

ライゼンと同時期に生成したものと解されている.

次の段階にマンガン重石の鉱化作用が働きマンガン

重石･黄鉄鉱･白雲母を伴った石英脈が生じている.

その石英は大型の柱状結晶を主とするがところどころ

再結晶して細粒集合に変っている.マンガン重石は石

英中に板状結晶として存在し放射状に分布することが

多い.母岩はこの石英脈との接触部で石英一白雲母グ

ライゼンに変り非変質花開岩に向ってわずかに絹雲母

化した花南岩に移り変わっている.本鉱床のマンガン

重石を伴う石英脈は分布が限られていて主に北西翼に

存在するだけである.

この石英脈の生成の次の段階で生じたのが黄鉄鉱･黄

銅鉱･磁鉄鉱･螢石･絹雲母を伴った薄い石英脈で石

英細脈によって金属鉱物含有比はか恋ゆ異なる.側岩

の変質は微弱で暗色鉱物の緑泥石化と斜長石の部分的

な絹雲母化がみられる程度である.

鉱化過程の最後に鉛一亜鉛鉱化作用カミあって方鉛

鉱･閃亜鉛鉱･黄銅鉱･黄鉄鉱･斑銅鉱･四面銅鉱を随

伴した石英･炭酸塩細脈を形作っている.当該炭酸塩

鉱物は方解石菱マンガン鉱アンケライト菱鉄鉱で

ある.この段階の鉱化作用の分布はごく限られたと

ころにしか現われていない.

熱水作用としては沸石の生成が最終である.その沸

石細脈は幅0.1mmから1.0-1.5cmのもので沸石を構

成しているのはデスミン菱沸石輝沸石濁沸石で

ある.

コクテンコｰリ鉱床では各段階の鉱化作用が重なり合

ったためきわめて多数の複雑な鉱画の鉱体を作り出

し鉱化細脈のタイプもきわめて多様なものとなってい

る･1鉱画内の細脈ごとに鉱石鉱物含有比カミ大きく異

なるというわけで苧る.

鉱床全体の断面(第4図)をみれば明らかなようにMo�
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の最大濃集部は花筒岩頂部上のいわゆる外接触部に主と

して集中しM0鉱体の一部が花開岩そのものの中に存

在するだけである.W･Bi･Snの品位が高いのは

Mo富鉱体の直上部Cu品位が高いのは鉱床の翼部分

Pb品位が高いのは翼の下部レベノレと主としてMo鉱体

の根の部分である.

東ゴウンラｰト鉱床

この鉱床はバルノ･シュ市の北々東約20しm有名なゴ

ウンラｰト斑岩銅鉱床の東方約8kmに位置している(本

誌第271号p,50-53第1図参照).鉱床の開発に伴い現

在人口5,000人ほどの鉱山町ホストｰチュノ=ゴウンラ

ｰツキｰができ坑内掘による採掘粗鉱は隣接のMo

およびW鉱床産のものと合せ選鉱してゴウンラｰト

採鉱冶金コンビナｰトの製錬所に供給されている.

成岩類は沿バノレノ･シュ湖北部地方のトクラウ複向斜南西

縁地区にあってNW-SE方向の断層帯中に分布する.

地表に露われている部分の形は卵形で長軸はNW-SE

に16km短軸はN旺SWに9長mに達している.こ

の深成岩類は酉が古生代前期の堆積岩一変成岩層とデ

ボン紀前一中期の噴出岩層(二次珪岩化)と接し北と

東と南がデボン紀のものと思われる花開閃緑岩石英

閃緑岩花崩斑岩と接している.

そしてこの深成岩類が作り出している起伏の下の方

に露出する大粒優白質花開岩は深成岩類の貫入相中粒

質および細粒質花開岩はいわゆる内接触相に相当する

ものと思われる.さらに岩脈の形成には2段階があっ

てその第1段階に入るのが緩傾斜細粒質花南岩岩脈と

急傾斜アプライトおよびアプライト状花闇岩岩脈第2

段階に属するのが閃緑扮岩岩脈である.

地質

本鉱床ともっとも関係の深い

いわゆる東プルトン探

鉱床

鉱化作用(M･およびW)は主として深成岩類岩･体の頂
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第4図

コクテンコｰリ鉱床I-I地質断面

とその金属成分等品位線

(原図1V.T.Poka1ov,1972)

凡例
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�

1一大理石化石灰岩

2一断面上部でマｰル･珪質石灰

岩に移り変る粘板岩･珪質炭

質頁岩

3一石英斑岩質凝灰岩の薄層を伴

う砂岩･シルト岩

里一石英粗面斑岩瑳長斑岩同

凝灰岩

5一石英安山岩珊岩

6一安1⊥1岩粉砦とその凝灰岩

7一優白質花闇岩

8一断層9-Mo等品位線

10-14-Moに対応する金属元

素の高品位から低品位への濃

度分布�
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第6図

凡例

[コ/醸嚢2Eヨ5

匿竃4口□5E:国6

束ゴウンラｰト鉱床側砦の変質素帯構造

(垂直横断断面)

(原図:V.T.Poka10T1972)

1一石英脈充填部2一白雲母グライゼン

3一石英グライゼン

4一石英一白雲母グライゼン

5一弱変質花筒岩6一非変質花開岩

(垂直縮尺1水平縮尺=1140)

第5図東ゴウンラｰト花開岩山塊の地質概図と鉱床の配

列(原図:G.Zinov'ev,1970)

凡例:1一第四系2一細粒花開岩3一中粒花筒岩

4一大粒花筒岩

5一グラノファイアｰとグラノファイアｰ質花筒岩

6一閃緑岩花開閃緑岩7一班岩

8一グライゼン帯9一有英脈10一石英塊体

部に集中し東ゴウンラｰト北ゴウンラｰト南コウ

ンラ｣トヴォリフラム丘などの区域に集中している

(第5図).この鉱床群は鉱脈型であるが東ゴウンラ

ｰト鉱床と北ゴウンラｰト鉱床の中間にだけ網状鉱床が

発達している.

稼行の対象となっているのは輝水鉛鉱一石英脈と鉄

マンガン重石一石英脈で前者は主として当該鉱床群分

布地域の中央に発達しその最大のものが東コウンラ山

ト鉱床である.また後者は分布地域の縁部に存在し

ている.

東ゴウンラｰト鉱床では輝水鉛鉱一石英脈が主とし

てNWW-SEE方向の裂か帯に集中し脈延長100-250m

走向N腺80.W傾斜85.SWで雁行状に分布する.

鉱床の東翼では主鉱脈帯からNW-SE方向の第2鉱脈

帯が分岐しその延長線上に北ゴウンラｰト鉱床がくる.

東ゴウンラｰト鉱床の一つの特徴は母岩の変質と鉱脈中

の鉱石鉱物の分布に現われた黒帯構造である(第6図).

すなわち鉱脈の垂直方向の黒帯として3帝が区分てき

ます鉱脈上部帯はMo品位が低く下部に向って漸増

しながら鉱脈中部帯に移る.鉱脈上部帯の脈石英中に

は輝水鉛鉱のほか一般に黄鉄鉱が存在しところによ

って少量の鉄マンガン重石も産出し鉱脈上部帯の下部

部分にはイルメノルチｰルも認められ一般に白雲母が

石英中に包有されるかあるいは盤ぎわの粘土相を作っ

ている.カリ長石と螢石が認められることは稀である.

この分帯の母岩の変質は鉱脈側から水平方向に白雲

母グライゼン帯→石英1白雲母グライゼン帯一夢弱変質花

崩岩帯という配列になっている.

次ダ)鉱脈中部帯は各鉱脈の重直延長の大部分(15ト

180m)を占めこの部分の鉱脈そのものと側岩のグライ

ゼン体が稼行の対象として採掘されている.鉱脈部分

には輝水鉛鉱が大型板状縁飾り状球頼状を呈して

晶出しその大部分が盤ぎわに分布し少量の黄鉄鉱

ごく少量の鉄マンガン重石1イノレメノルチｰル･螢石な

どが産出する.そして鉱脈の両盤に石英一白雲母グ�
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第7図

東ヨウンラｰト鉱床2号

鑓の富鉱一貧鉱分布模式

図(原図:F.V.Chukhrov1960)

凡例:1一富鉱2一中鉱

3一貧鉱

4一バランスシｰト外鉱石

5一探鉱坑道

ライゼン(上部)ないし石英グライゼン(中･下部)が

生じその中に細かく均等に輝水鉛鉱が鉱染するほか

黄鉄鉱も生成しているのが特徴といえる.しかしそ

の黄鉄鉱の量は輝水鉛鉱よりも少ない.それに次いで

イルメノルチｰルカミ多く螢石･ジルコン･チタン石･

黄玉もみられる.この石英グライゼン帯(と白雲母の

少ない石英一白雲母グライゼン帯第6図参照)の厚さは30cm一

ないしそれを少しこえその外側に厚さ5-10cmの弱

変質花商岩帯が分布している.

次の鉱脈下部帯では鉱脈･側岩グライゼンともに鉱

石鉱物に乏しい.輝水鉛鉱は主に微細な鱗片およびそ

の集合を形作り黄鉄鉱はごく少量で白雲母･螢石な

どはほとんど認められない.鉱脈部分ではカリ長石の

大型結晶の生成が特徴的である.この分帯では石英グ

ライゼンが急激に消滅し鉱脈の両盤に厚さ10-15cm

をこえない珪化･弱絹雲母化花商岩帯が分布するだけと

なる.

次に東ゴウンラｰト鉱床の水平素帯構造であるがそ

れは上記3分帯のプランジによって起こったものでま

ず鉱床の西翼に鉱脈上部帯中央部に鉱脈中部帯(可採

鉱体群)そして東翼に鉱脈下部帯が配列するというこ

とである(第7図).

以上のほか東ゴウンラｰト鉱床には上記の輝水鉛鉱

一石英脈よりも後に生じた縞状構造を有する鉱脈も分布

している･それは鉄マンガン重石･方鉛鉱･磁鉄鉱･

閃亜鉛鉱･黄銅鉱を伴った細粒石英の脈で金属鉱物の

量比は鉱脈によってさまざまである.そしてこの種

の鉱脈は幅1-2c皿という薄いグライゼン帯を両盤に

備えている.そのグライゼンは石英･白雲母からなり

黄鉄鉱は非常に少ない.

さて学兄.今日はここでペンをおきたい.次回は熱水鉱床

型のモリブデン鉱床を4例あげてみようと思う.それで兄の

要望に応えたことに桂るはずだ.もし別の注文をつけてくれ

るならまたそれに応ずるつもりでい

るのであれぱ言って欲しい.

(つづく)

護･譲北ウラルの東山麓に設けられ

,･辞た地質調査班のキャンプ夏

はなかなか太陽が沈んでくれ�


